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1.はじめに

タンデトロン加速器質量分析計 1 号機 (amodeI4130A 14C血均斌U脳血出vem盟申甜凹蜘明叫

米国 G由咽 I位回社劃が 1981 年 3月及び 1982 年 3 月の 2 回に分けて名古屋大学に導入されて，

はや 30 年近くが経過しようとしている. 1983 年の 9月から 1"c測定を開始し，この間，放射性炭素

e4C) を化学トレーサーとした環境 14C 濃度分布に関する研究及びさまざまな環境試料の 14C 年代

測定に基づく研究が行われた. 2醐年7 月末までの測定数は断12 個である.この間，タンデトロ

ン加速器質量分析計 1 号機は，学内共同利用概告として研究・教育に利用され，また，圏内や諸外

国の研究者の共同研究の場としても盛んに利用されてきた.その後匂e の測定に向けて改造を試

みたが，システム全体の老朽化が進んでおり，実現できていない.現在は，加速器真空ラインの真

空漏れがひどく，高電圧が付加できる高真空が達成できないでいる まもなく，搬す線発生装置と

しての使用をやめることになろう.
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一方で 1明年及び 1卯7年の2 カ年計画で，新たにタンデトロン加速器質量分析計(別称，加

速器年代測定システム) 2号機が導入された.この分析計の調整は筑間年3月にはほぼ完了して，

その後の 14C 測訴聞はこのタンデトロン2号機が引き継いだ 2側年4月から共同利用に供して

いる.この 2号機による 14C 測定は，ほぽ 10年間に，未知試料及て螺準体を含めると既に 14，890個

(20ω 年 12 月末において)を超えている. 1 号機 2号機を用いた研究の成果は，名古屋大学加

速器質量分析計業績報告書 I--~1989--201仰の他，多くの学術雑誌に報告されている.現在まで

の共同利用研究として 14C 年代測定では，地質学，堆積学，古環境学，海洋学，地震学，活断層

科学，雪氷学，水理学，考古学，歴史学，人類学，文化財科学などの分野で，また環境 14C 濃度測

定では，地球化学，環境科学，海洋科学，木材科学，保健物理学，食物科学などきわめて幅広い分

野で利用されている.

本報では， 1981 年に名古屋大学にタンデトロン加速器質量分析計 1 号機が導入されたいきさつ，

その後の研究や共同利用の進展，さらに分析計 2号機導入などを概観する.

2. 名古屋大学における加速器質量分析計 1 号機導入の経緯

名古屋大学の加速器加速器質量分析計(当初の名称は天然放射能測定装置) 1 号機の導入および

14C 測定の経過概要を表 1 にまとめる.タンデトロン加速器質量分析計 1 号機は，昭和 55 (1980) 

年度の概算要求で設置されることが決定されたが，それに先だって，名古屋大学では，装置導入の

ための準備が進められていた.

表 1 名古屋大学タンデトロン加速器質量分析計のこれまでの臨画

1978 年4 月

1978 年 9 月

1978 年 12 月

1979 年4 月

1981 年 2 月

3 月

1982 年 2 月

10 月

1983 年 2 月

9 月

1985 年 3 月

1987 年 1 月

1現均年 6 月

1991 年 3 月

名古屋大学アイソトープ総合センターよりタンデトロン加速器質量分析計を

概算要求

GIC のDr.K HPur町の AMS に関する名古屋大学講演会

大蔵省段階で不可

タンデトロン加速器質量分析計を概算要求し. 198か1981 年度の 2カ年計画で

アイソトープ総合センターに設置されることが決定

加速器実験室(第一実験室: 127m2) 完成

タンデトロン加速器質量分析計初年度分の搬入

タンデトロン加速器質量分析計二年度分の搬入

1.6MVで炭素ピームを加速

14(;'+を始めて検出
14C年代測定を開始

試料調製窒・誤u定準備窒 (101必m2) を完成

学内の共同利用を開始

年代測定資料研究センター発足(学内共同利用研究センター)

初代センター長:中井信之(当時:理学部教授)

マルチカソード (28 個， 18 個)イオン源に改良
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1978 年 9 月 4 日に.G曲副I阻慌α湾問姐個別問bury阿L抽蹴出直樹，USA)の社長であったKennet也

RP=氏を名古屋大学アイソトープ総合センターに迎え四回融切回Of14C田dO血erR置e Alor田

U血gAccel四釦rT，凶曲中国"の題目で講演をお願いしたú'ur阻1切9) .この講演計画をまとめたのは，

当時の名古屋大学理学部地球科学科地球化学講座の中井イ言之教授であった.中井教授は，同位体比

を用いて古環境復元の研究を行っており，年代軸の設定のために 14C 年代を頻繁に利用していたこ

とから，名古屋大学に 14C年代測定システムを導入することを検討していたところで.1'1耳慣氏が

提案する年代測定のための最新装置は. 1何年に実証された最新の技術に基づいていた.それまで

14C の検出に用いられてきた放射能測定法と違い. 1"(; 原子を直接計測する方法で，多くの研究者の

興味を引いたが，他方では，当時はまだ十分には確立されていない技術であったことから，新型装

置の導入には大きなリスクがあると考えられていた.一方. pur官官氏は，米国の R油田町大学の教

授として，当初から加速器質量分析 (8岡国船rm蹴甲剖四国y.AMS) 法の開発に携わっていた.

AMS法による 14C 測定の最初の成功を報じた，米国の科特儲 sci四国の 1977 年 6月号に掲載され

た 2本の論文 (Nelsonetal. 1977.Bennettetal. 1977) のうち，後者の論文の共著者になっている. pur田

氏は当時G由回1L皿既何回副聞とし、う加速器関連の会社を経営しており，いち早く AMS法の特許

を取得し伊田町1977) • AMS の専用装置の開発に取りかかっていた.拘置氏の名古屋訪問の目的

は，開発中の装置(タンデトロン加速器質量分析計)の売り込みにあったのである.アイソトープ

総合センタ}が発行した当時の広報誌“トレーサー"に.Pur宮古氏の講演記録(Purser1979) .及び，

当時，この装置の導入に尽力されていた中井信之名誉教授，古川路明名誉教授(当時，理学部化学

科助教授) (中井 1勿9. 古川 11勿9) による新技術についての解説や期待される応用研究などが掲載

されている.

表 2 加速器質量分析法の応用に関する名古屋大学研究集会のプログラム(1979106122 開催)

(名古屋大学アイソトープ総合センター1979)

1.中埜栄三(アイソトープ総合センター長)はじめに

2. 福井崇時(理学部物理学教室)核物理学分野 I

3. 加藤俊郎(工学部原子核工学教室) ・核物理学分野H

4. 古川路明(理学部化学教室)核化学分野

5. 中井信之(理学部地球科学教室)地球化学分野

6. 茶谷邦男(愛知県衛生研究所)環境科学分野:環境水中のトリチウム濃度

7. 吉田正夫(農学部土壌学教室)土壌学分野:火山性埋没腐植土のじ14 年代

8. 井関弘太郎(文学部地理学研究室) ・地理学分野

9. 楢崎彰一(文学部考古学研究窒)考古学分野

10. 中埜栄三(アイソトープ総合センター)生物学分野

名古屋大学では，この装置を学内の共同利用櫛量として名古屋大学アイソトープ総合センターに

設置する 1979 年度概算要求を 1978 年に行ったが，不成功に終わった.しかし，その後もアイソト
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一プ総合センターでは，タンデトロン加速器質量分析計の予算要求のための準備が活発に進められ

た. 1979 年 6 月 22 日には，この装置に関心を持つ研究者を集めて研究集会が行われた(表 2)

そして，二度目の 1980 年度概算要求で予算が認められたのである.

3. タンデトロン加速器質量分析計 1 号機による 14C の検出

1 号機による 14C の検出に至る経過を表 3 に示す. 1981 年 3 月に初年度分そして 1982 年 1 月に次

年度分が搬入され組立，調整が行われた(図1). 日本の輸入代理店として第二精工舎にお手伝い

を頂いた.当時の名古屋営業の渡辺所長，また技術担当の佐藤修，逆瀬卓郎，坂井昭夫の 3 氏に

は大奮闘の働きをして頂いた. 1982 年 3 月 26 日には，飯島宗一学長，文部省学術国際局河野岩根

研究助成課長ほかの出席のもとに，タンデトロン加速器質量分析計設置のお披露目の式典が開催さ

れた.しかしその後，装置の組立から 14C 測定までほぼ 1 年かかり，タンデトロン加速器質量分析

計により 14C が初めて検出されたのは 1983 年 2月であった(図 2a， b) . 1983 年 9月に，やっと 14C

年代測定を開始した.この間，日本アイソトープ協会では，従来から C~ガスを用いた比例計数管

法による 14C 年代測定が行われていたため，同協会にて測定された試料を分けていただき，それを

タンデトロン加速器質量分析計により測定して結果の一致度をチェックした.一致する，一致しな

いで一喜一憂したのである . 1987 年には正式に学内共同利用を開始し，その後順調に利用を進めた.
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図 2 14C 測定用タンデトロン加速器質量分析計の全体図
A 1, A 2. S 1, S 2, S 3 :ビームスリット ， GEL, ML, TL, QL ・ 静電レン
ズ系， LEC, HEC, 12C cup, 13C cup, FC イオン電流計測用ブアラデイカッ
プ， Csgun : セシウムスバッタ負イオン源， Minj, M 1, M 2 質量分析用
電磁石， ACT 1, ACT 2 加速管， GVM: 発電型高電圧計， ESC : 荷電変
換カナル， TP ・荷電変換ガス (7ルコ'ン) トラップ用ターボ分子ポンプ，
OS : 高電圧発生用の高周波交流電源の発振器。 TF: 高周波交流電源のス
テップアップトランス ， ED: 静電型 15 度デフレクター， I'C detector : 

I'C 検出用重イオン検出器

図 1 名古屋大学タンデトロン AMSl 号機(米国 G.IC.社製)

このような成果に基づき， 1990 年度の概算要求として，タンデトロン加速器質量分析計をアイソ

トープ総合センターから独立させ，古川総合研究資料館と合わさって年代測定資料研究センターが

発足し，初代センター長に中井信之教授が就任した(図 3) .センターの発足に当たっては，中井
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信之教授はもとより，当時の早川幸男学長，諏訪兼位理学部長に大変ご尽力頂いた.このように，

タンデトロン加速器質量分析計の導入から 14C 年代調院利用を進めるうえで，名古屋大学内外の多

くの研究者，事務官や民間企業の方々に支援いただいた.
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14C が検出さ2 月 18 日:グラファイトでは，

れないことを確認

図 2b

?。

~ェ=二三泊

80 

2 月 17 日に 14ぴを初めて検出

。

図 2a

中井信之初代センター長)名古屋大学年代測定資料研究センターの開所 (1990/1脱泊0，
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表 3 名古屋大学タンデトロン加速器質量分析計 1 号機による 14C の検出まで

1981 年 2 月 実験室完成

1981 年 3月 20 日 初年度分説乞入

1982 年 2月 17 日 次年度分搬入

1982 年 3 月 25 日 お披露目式典

この間，加速管を 2度破損

1982 年 10 月 1 日

1982 年 10 月 14 日

1982 年 10 月 19 日

1983 年 2 月 17 日

1983 年 9 月

1987 年 1 月

1987 年-2(削年

加速管車~完了

高電圧2MV達成

町?の加速を確認

nc"(O.6μAyIセ(1.5μA)at152MV(高温高圧で合成した田>1idgr甲副館を用いて)
14c*の検出

14C年代測定を開始
14C 測定の学内共同利用を開始
14C 測定に活躍

2側年7月 24 日 共同利用試料(文学部，海津研究室小阿ト氏の堆積物試料の測定例JTA-71∞13)，

測定した全試料数 8，612 個をもって 14C測定を終了)

4. タンデトロン 1 号機を用いた研究成果の例

初代年代測定資料研究センター長である故中井信之理学部教授は，退官記念講演(1腕年3 月 23

日，於:年代測定資料研究センター古川総合研究資料館3 階講義室)において天然放射能測定装置

による 14C 測定の研究のまとめを行っている.講演内容を録音テープから活字に起こした講演記録

(中井， 1明)を改めて読み直すと， AMS 14C 測定の利用が多方面の研究に様々に利用され，華々

しい活躍期を迎えた有様がわかる.是非，読み返して頂きたい.こうして， AMS の特徴であるごく

微量試料，約 lmg程度の炭素で 14C年代測定が可能であることを生かした研究が進んだ.しかしな

がら，一方では， 1 号機の測定精度・ E確度に不足を感じる傾向，炭素試料量をもっと微量にした

いという念願が徐々に拡大して第2世代の AMS装置の開発につながっていく.現在では 14C濃度

の測定誤差主0.1% e"c年代の誤差で主10年)が不可能ではない.さらに，数 10略の炭素で 14C 測定

が可能となっている.

ここでは， 1 号機が利用された時期における研究のトピックスを 2 ， 3 の例を挙げて紹介したい.

4. 1 年輪に核実験の痕跡

19幻年頃から，中井信之理学部教授と木方洋二農学部教授との共同研究として，樹木年輪中の 14C

経年変動と大気圏内核実験の履歴の比較研究が始められた.岐阜県足助町付知産の 1983 年秋に伐

採の木曽ヒノキの丸太を提供して頂き，年輪毎に分けて 14C濃度を測定した.最初の測定結果は 14C

濃度がかなり凸凹したが，大気圏内の核実験により大気中にて人工的に生成された 14C 量の経年変

動を確認することができた (N:血ietalI984) .実際には， 1958, 1961, 1962年に総計 500Mtの核実
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験が大気中で行われ，その際にパルス的に 14C が大気中で造られる . 1963 年には大気中の 14C濃度

は，それ以前の 2 倍近くに達する.成層圏，対流圏で造られた 14C は，地球上の炭素循環にのっと

り，成層圏から対流圏への移動，対流圏から海洋表面水へ移行して，次第に薄められる 14C 濃度

の経年変動の占凹は明らかに測定の不確定性によるもので、あった.その後，注意深い再測定の結果，

14C 濃度がなだらかな減少を示す経年変化を確認することができた(中村ほか 1987) . 

中井教授は，木曽ヒノキ年輪の最初の測定結果を， 1984 年 4 月にスイスのチューリッヒにて開催

された第 3 回加速器質量分析国際会議にて名古屋大学の AMS 14C 測定の成果として報告した.その

成果報告が 1984年 4 月 9 日の耳E百MES(Lon伽)紙に取り上げられた(図 4) .実は，筆者が 2002

年 2 月に，第 3 回加速器質量分析国際会議が開催されたスイス回E大学の AMS施設を訪問した際

に，この記事のコピーが掲示板に貼りだしてあることを見つけた. r名古屋の成果だ」と思わず叫

んだことを覚えている.

この年輪中の 14C 濃度測定研究は，さらに，木方洋二教授を中心にして南方材の研究に発展し，

ベトナム産の木材では，ベトナム戦争時の枯れ葉剤の影響が疑われるような成長過程を示す 14C 経

年変動の記録が読み取られた(木方ほか 1997)
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4. 2 古い資料の 14C年代測定の活用
AMS 14C 測定の初期には，固体のアモルファス炭素と銀粉を混合してプレスして，加速器質量分

析計のイオン源に用いるターゲ、ツトを用意した.木炭は，物理・化学的な洗浄の後，蒸し焼きにし，

銀粉を混ぜてプレスする.この炭素ターゲ、ツトは，ことのほか 14C ノ〈ツクグラウンド e4C プランク)

が低く，試料の 14C 年代として， 5 万年前を超える年代が得られた.この際には，鉱物グラファイ

トも測定し， 6.7~7.5万年前の年代を示すことを確認した.

このように 14C ノ〈ツクグラウンドが低いことから ， 5 万年前台の 14C 年代を測定することができた.

火山灰の堆積層序と 14C年代の関係を， 5 万年前台に遡って研究することができた(坂本・中村 1993)

(図 5) .その後，アモノレファス炭素+銀粉混合ターゲ、ットに替わって Fe-グラファイトのターゲ、ツ

トが用いられるようになった.後者は，炭素イオン出力が前者の数倍あり，短時間で高統計精度 e4C

計数率が高いため)の測定が可能なため， Fe-グラファイトのターゲ、ットが主流となった.しかし一

方では 14C ノ〈ツクグラウンドは Fe-グラファイトの方が高くなり， 5 万年前を超える古い試料の年

代測定に支障が出るようになった.

褒 DKP層準前後から産出した材化石の~/デトロン "C年代

Tandetron 1 ・ C ages of ・ood 阻aterials yielded from the horﾎzons near DKP 
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SUn • DKP 
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ks 
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図 5 約 5 万年前に噴出したとされる大山倉吉軽石(DKP)の前後の 14C 年代

4. 3. 世界最古級の土器

2∞3 年頃，弥生土器表面の付着炭化物を AMS で直接年代測定した結果，弥生時代が 9∞BC 頃に

始まったことが結論できるとの研究報告が国立歴史民俗博物館からあり，ここ数年間，考古学上の

大きな議題となってきた.土器に付着する炭化物は，土器が食物の煮炊きに使われた際に残ったオ

コゲやススであり，土器の使用年代を推定するための有用な試料といえる.

著者らは，かつて青森県大平山元 1 遺跡で，旧石器の特徴を残す長者久保文化期の石器に伴って

出土した無文土器の破片について，付着炭化物を年代測定し，世界最古級の年代値 e4C 年代値で

12，680~ 13，780BP，較正暦年代で 15，320~16，5-牝alBP) を得た(図 6 ， N山muraetal.2∞1).この際，

土器と同層から採取された木炭片 3点の 14C 年代は，土器片と一致する年代と大きく食い違う年代

の 2つに分かれた (13，480， 7710, 7070BP) .この例では，付着炭化物の年代が既に求まっているこ
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とから，古い方の年代が正しいことは明らかである.土器が使用された年代を知るためには，土器

の使用に直接関係する試料を測定するべきであるという教訓を得た

青森で 1 万6500年前の土器 |
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4. 4 古文書資料の年代測定

加速器質量分析計のイオン源に用いる炭素として，鉄触媒水素還元グラファイトの使用が一般的

になると 14C 測定に実際に使用する元の炭素含有試料の量をかなり減ずることができるようにな

り，また測定の誤差を小さくすることができるようになった.こうして 14C 年代測定の応用が可能

になった資料として，文化財資料，特に古文書資料がある.数 1伽唱の和紙試料を用いて 14C 年代測

定ができる.文化財試料の 14C 年代測定研究は，筆者を研究代表者として補助を受けた科学研究費

補助金一般研究 (C) I加速器じ14 年代測定法による古文化財の正確な年代決定に関する基礎研究」

(1993・1994 年度)に始まるといって良い.このときの成果が，今昔物語集鈴鹿本の鑑定である.京

都大学付属図書館では，同館に寄贈されていた今昔物語集の書写本の一つである鈴鹿本を一般公開

するために補修が行われた.この際に，岡本について行われた科学的な調査のーっとして名古屋大

学の AMS による 14C 年代測定である.物語が書かれた紙片はわずかたりとも年代測定には供されな

かった.代わりに，本を綴じるために使われていた和紙製のコヨリが提供された.これらのコヨリ

の年代測定から，鈴鹿本が，今昔物語集が成立した年代とほぼ同時代に完成した写本である可能性

が高いことが示された(図 7，小田ほか 1卯7) .もちろん 14C 年代測定の精度は，歴史イベントの

発生年を正確に決定できるほど高くない.さらに，直接測定されたコヨリの年代と写本の年代との
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関係など，もっと調査するべきことが残っている.しかし， AMS 14C 年代測定は無視できない重要

な情報を提供することができた.その後，鈴鹿本は国宝となっている.

古文書に限らず，古文化財試料，そして歴史イベントの年代を示す試料の 14C 年代測定が，現在

活発に進められている.

iFiji!) 
jf1jjjiiiiil 

水路日

年
代
ほ
ほ
判
明

ミ考繍涯を撒扱明

補修終え京大で公開

躍訊毒手司

手距畳麹デT
主本古 ~d ~ 
ハ←の~百
Rの写竪よ

iii ii 

今昔物語集鈴鹿本(京都大学附属図書館所蔵)

4 0 5 C-Agm耐町t ターゲットから伊，phite ターゲットへ

北川ほか(1991)が日本で初めてグラファイトターゲ、ツトを導入するまでは， AMS による 14C 測

定では，アモルファス炭素と銀粉を混合してプレスしたペレットを，田CONEX844 イオン源に用い

てきた.通常の外来炭素などの汚染除去のための物理・化学的な洗浄処理の後，植物片や木炭は真

空中にて加熱して完全に炭化する.貝殻，土壌などは，酸化剤と共に加熱J燃焼して二酸化炭素 C(h

を回収する.この C(hを金属マグネシウムと共に密閉容器に入れて約 3 時間， 850
0

CIこ加熱する.

こうして C(hは，金属マグネシウムにより還元され，アモルファス炭素が得られる.

図 7

C(h + 2~毎日 C(アモルファス) + 2MgO 

冷却後に，塩酸処理して MgOを溶解除去して，アモルファス炭素を回収する.乾燥したアモルフ

アス炭素を高純度の銀粉末と混合し，圧縮してペレットを作成し，イオン源に充填する.

一方， C(h を鉄の粉末を触媒として用いて水素還元してグラファイトを得る方法は，Voge1 et al. (1984) 

が開発した. 日本では，この技術の導入が遅れ，北川ほか (1991)が日本で初めて導入した.現在

定常的に利用されている方法であり，説明するまでもないが，アモルファス炭素改良粉混合ペレツ

トに比べて，炭素負イオンビーム出力強度は約 5倍であり，名古屋大学の AMS システム 1 号機で

用いると 14C 測定の統計精度(現代から 5鵬年前程度)は， C勾ベレットで、:t1∞一:t150 年(1標

準偏差)であるのに対し， Fe-グラファイトでは:t60一:t80 年と小さく得られた.名古屋大学 AMS2

号機に用いると:t20~:t40年であり，誤差がずいぶんと小さくなっている.
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5. タンデトロン加速器質量分析計 2号機の設置

1腕年一1997年にかけて，東京大学，国立環境研究所，日本原子力研究所東濃地科学研究センタ

ー，名古屋大学，日本原子力研究所青森むつ事業所に，立て続けに AMS システムが導入された.

前半の 3 施設が米国NEC社製のベレトロン加速器をベースにしたA附装置で，後者の 2施設がオ

ランダの HVEE社製のタンデトロン加速器をベースにした AMS である. 日本原子力研究所青森む

つ事業所の AMS システムでは 14C 測定のほ由、 l有測定も保証された.

名古屋大学は AMS 装置を日本で初めて導入した研究機関であったが，世界で 2 番目に製作され

た装置であったところから， 1明年頃になると各パーツの老朽化による不安定が目立ち， F争グラフ

ァイトターゲットを用いても，年代測定誤差を"，60-，.sO 年以下にすることは困難であった.そこで，

最新型の 2 号機の導入を計画したのである.日本で唯一の「年代測定」を冠するセンターとして，

l蜘年に年代測定資料研究センターが発足していたこともあり，また，大学斬T部，事務局の強力

なパックアップもあり，さらに，日本の経済的な好況も手伝って， 2 号機の導入が 2附年度の補正

予算で認められた.設置の経過は，表 4 に示したとおりである.

ただ一つ言えるところは 1 号機の導入も， 2 号機の導入も共に 2 年計画で導入されたことが不

幸であった点である.すなわち，両システム共に，メーカーの工場で，完錦且み上げ，試運転，最

終調整という一連の作業が実施されていない.このために，搬入から性能試験完了まで，ずいぶん

と時聞がかかった. 2 号機でみると，組み立てや試運転でトラブルがあると，名古屋在駐の HVEE

の技術者が，オランダの工場に電話し，交換ノ4ーツが決まると，休暇のついでに取りに帰り， 2 週

間後に名古屋へ交蜘4ーツを持参して取り替えて様子を見る.このようなことが幾度か繰り返され，

性能試験完了が予定より大幅に遅くなった.

現在では，このようなへまは繰り返さないようである.工場にて組み立て，調製，予備性能試験

を，済ませて，場合によってはカスタマーの立ち会いで予備性能試験を実指する.それをできる限

り分割せずに組み立てたままでカスタマーに届け，最終牲能試験を行う.小さいシステムでは，搬

入から最終性能試験まで 1 ， 2 ヶ月で充分な場合もあるようである.

表 4 タンデトロン加速器質量分析計 2号機の設置

1現凶年4 月

195垢年 2 月

1現16 年 3 月

1997 年 3 月

期ゆ年 1 月

2αm年4 月

2000 年 9 月

年代測定資料研究センターより加速器年代測定システム(タンデトロン加速器

質量分析計2号機)を概算要求し， 1995 年度に設置されることが決定

年代測定資料研究センター古)11総合研究資料館の 1 階地球科学資料保管室が

全面的に改装され，年代測定実験室(第二実験室:165nt) ，試料調製窒 1 (44nt) , 

試料調製室 2 (35m2) が完成

加速器年代測定システム(タンデトロン2号機)の一部が設置される

加速器年代測定システム(タンデトロン2号機)の完納

性能検収の完了

学内共同利用の開始

HVEE の技術者による分析計の最終調整の後，本格的な運用を開始
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6. 加速器質量分析国際会議の開催

一方， AMS に関する国際会議は， lcn7 年にアメリカおよびカナダの研究者グループにより AMS

による 14C 測定法が開発され(Ni也皿et a1. 1勿7;B回lettet札 l勿7) た翌年の1<r78年に第 1 回加速器質

量分析国際会議が米国ロチェスター大学で開催された(曲四 eta1. lcn8). その後，この会議は 3年お

きに開催されて順調に回を重ねている(表 5) .日本人の参加は 1981 年にArgonne国立研究所で開

催された第 2回大会(肱誼血get a1. 1981)からであり，この時は 3名であった そのうちの 1 名は，

名古屋大学に設置される予定のタンデトロン加速器質量分析計を用いた研究計画について報告し

たσ町北町aetal.， 1981) その後， 1984年にチューリッヒ(wolfliet a1. 1984), 1987 年にナイアガラ湯布

の湖畔(白Iveetal.l兜η， 1明年にパリσ1叩副抽ibeckl明1)， 1明年にキャンベラ・シドニ一回.e1d

etal.I994), 1蜘年にアリゾナ(Ji叫1et a1. 1労η， 1朔年にワイーン侭脳血闘etal.笈削1)，そして 2仰年

には名古屋大学(N:広lIIllUl'aet a1. 2ω4) にて開催することができた.その後， 2肪年に米国カリフォ

ルニア州のパークレイ侭n田町ich etal. 笈YJ7)， 2∞B 年にイタリアのローマ(CaIca割1e et乱 2010)と続き，

2011 年にはニュージーランドの首都ウエリントンにて開催される予定である.

全世界の AMS 研究者は増加の一途にあり，地質学，考古学，地球化学，環境科学など様々な研

究分野で， AMS による極微量核種の高感度測定は必要不可欠なものとなっている.

表 5 加速器質量分析(AMS)国際会議開催の歴史

回数 年，月，日 開催場所 参加人数 日本人 日本人

参加人数 発表件数

1 1cn8,412Q.4121 Roch国民主， UAS 84 。 。

2 1981,5111-5/13 Arg四me，USA 96 3 2 

3 1984,4Il ().4/13 Zurich，Swi包田Iand lω 5 3 

4 1987,4127-5/1 N田昌置司， C泊ada 146 8 6 

5 1990,4123-4127 白血，Fnm田 150 3 3 

6 1993,9127-10/1 C値動田a & 匂dney， 140 8 8 

Au副司ia

7 1996,5120-5124 A血ma，USA 249 20 14 

8 1999, 9/6-9/10 Vi白血， A皿凶 3∞ 39 40 

9 笈胆， 9/9-9/13 名古屋， 日本 237 88 “ 10 2005, 9/9-9/13 B自主:e1ey，UAS 304 52 49 

11 2008, 9/9-9/13 殴>me，ItaIy 320 52 

12 2011 ， 3124-3127 予定 Well時四，Ni開Z国]田d

7. 今後の展望

14C 年代測定は， AMS 法の開発により大きな発展を遂げた.また，名古屋大学の 2台のタンデト

ロン加速器質量分析計。抽出ruraet叫削)を比較しでも解るように， AMS 自身も， 1980年代の初期

のプリミティブなものから， 1990 年代には第2世代と呼ぶにふさわしい高性能機(:t20ー:t40年の

誤差)が製作されている(Mo田 eta1. 1994). そして特別な条件では，数千年前程度の比較的若い試料
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については::tlO年の誤差(1 σ 館町)で測定可能である.また，誤u定可能な試料数は，試料調製さ

えできれば年間 2側個を越えることが可能である.今後の技術改良によってさらに，正確度，精

度の向上，測定効率の向上が進められるであろう.また，測定に必要な炭素試料の量についても，

マイクログラム程度のごく微量試料で 14C年代測定を可能にするための研究が進められている.さ

らに，一般企業による AMS装置の導入と 14C年代演u定のサービス業務が当たり前のことになってき

た. AMS利用の益々の発展を期待したい.

最後に，私事であるが，名古屋大学にタンデトロン加速器質量分析計が導入されることが決まっ

たあと，その運転・保守を任されて 1兜O年 9 月にアイソトーブ総合センターに着任した筆者を励ま

し，導いて頂いた故中井信之先生，今なお厳しい助言を授けてくださる福井崇時先生を始めとして，

2台のタンデトロン加速器質量分析計に関係された皆様，学内外の AMS 研究のライバル兼道連れ

の方々に厚くお礼を申し上げます
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